













































る。 『久安百首』は春部・夏部・秋 ・冬 ・恋 ・神祇部・慶賀部・釈教部・無常部・離別部・羈旅部・物名 短歌部といったかなり大まかな歌題設定であった このうち秋部を検討するが、検討にあ りこの二十首の和歌の歌材となっている語句を、私案と てそれぞれ取り出し ものが次に示した表であ なお、表の各項目 最初の語句が歌題であり、歌材に「音」を詠み込んで る和歌については
− 19 −
字体を変えて表記した。以下も同様である。




























































































































































































て用いられている。つまり、これ の草花は単に植物 すなわち自然として情景に詠まれて るの はなく、 やその心のさまを表し である。 特徴 、自然の情景を多く和歌にとり入れて る俊成とは大きく異なっている点といえよう。　
おなじく『久安百首』秋部清輔歌二十首についても詳し
く比較する。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































五・六割の四十八首で「音」を情景に詠んで ことがわかった。秋上では、七夕歌群や月歌群と ったよう 、あ
る程度歌材の定まったものが多いことを考慮しても、高い比率を示しているといえよう。　
以上のことから、部類前の『久安百首』俊成歌では、顕
輔歌や清輔歌に比べて多様な「音」を詠み込んだ和歌が多かったが、 『千載和 集』において 同様のことがいえることがわかった。四
　『詞花和歌集』秋歌の検討






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は、詞書に「三条太政大臣の家にて、八月十五夜に水上月ということをよめる」 、 「関白前太政大臣の家にて、八月十五夜のこころをよめる」とあるように、すべてが八月十五日の完全で美しい満月を詠んでいる。しかし『千載和歌集』秋上・秋下において、三十五首に上 和歌のうち、八月の 夜を詠んだものは一首も見受けられな 。 『千載和歌集』では、
336番歌と
337番歌において「後冷泉院御時、















鹿の声、虫の音といった表現が主であり、俊成のように、多岐に及んで音を詠み込もうとはしていない。 ここにも 『久安百首』 詠みぶり同様、 撰者の趣向 差異が表れている。おわりに　
以上、部類前の『久安百首』秋歌における俊成・顕輔・
























































部類前の 『久安百首』 に関する論文に細川知佐子氏の 「俊成の 『久




























渡部泰明氏は、 「千載和歌集に照る月」 『上智大学国文学紀要』 （第
十三号
　
一九九六年三月）において、
284番歌では「
清滝ヽ
川のたぎ
りゆく清冽な流れの まと、その水飛沫一つ一つを輝き照らす月の明るさ・美しさ」が同時に表現されて ると述べている。10　
大野順子「藤原俊成の和歌と今様」 『中世文学』第五十五号
　
二〇一〇年六月11　
具体的には、 「六百番歌合」や「千五百番歌合」の判詞において
みられる。前掲（注
10）の大野氏の論文の指摘による。
12　
橋本不美夫他校注『新編日本古典文学全集
　
第八七巻
　
歌論集』
小学館
　
二〇〇二年一月
（はやみ
　
ゆみこ）
